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平成１５年　１月２７日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

広島大学エネルギー教育研究会　第１回研究推進会議

－科学教育におけるエネルギー環境教育の実践的研究－

及びエネルギー教育講演会の開催について

　このたび，下記のとおり，第１回研究推進会議及びエネルギー教育講演会が開催さ

れますので，お知らせいたします。 

記

日　時 　平成１５年２月１日（土）１１：００～１５：００

場　所 　広島大学　教育学部　第１会議室（Ｄ２０３号室）

　（東広島市鏡山一丁目１－１）

日　程 　１１：００～１２：００

　広島大学エネルギー教育研究会　第１回研究推進会議

　・本プロジェクトの趣旨説明・研究計画案について

　

　１３：００～１５：００

　公開講演会（エネルギー教育講演会）

　

※公開講演会のお問い合わせ先
　広島大学大学院教育学研究科　助教授　古賀信吉
　電話（０８２４）２４－７０９３
　E-mail:nkoga@hiroshima-u.ac.jp

【お問い合わせ先】

広島大学大学院教育学研究科

教授　田　中　春　彦

ＴＥＬ：（０８２４）２４－７０９２

（ダイヤルイン）

［発信枚数；Ａ４版　４枚（本票含む）］

○広島大学エネルギー教育研究会からのお知らせ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h15/030127b-2.html
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平成１５年１月２７日

報道機関各位
広島大学大学院教育学研究科

自然システム教育学講座
教授　　田中　春彦

（広島大学エネルギー教育研究会代表）
TEL/FAX: 0824-24-7092/7100

広島大学エネルギー教育研究会　第１回研究推進会議

－科学教育におけるエネルギー環境教育の実践的研究－

の開催について

　このたび，広島大学エネルギー教育研究会は，「エネルギー教育に関する研究・ 実践を推進す

る地域拠点大学」として以下の調査・研究プロジェクト「科学教育 におけるエネルギー環境教育

の実践的研究」を推進することになり，下記のとお り，第１回研究推進会議を開催する運びとなり

ました。

　つきましては，本プロジェクトの狙いや意義について広く社会に周知していた だきますようお願

い申し上げます。

記

日　時 　平成１５年２月１日（土）午前１１時－午後３時

場　所 広島大学教育学部　第１会議室（Ｄ２０３号室）

会議次第 （１）本プロジェクトの趣旨説明・研究計画案について（午前１１時－１２時）

（２）昼食会（１２時－１２時４０分）

（３）公開講演会（１３時－１５時）：本講演会の詳細は別紙参照

１．本プロジェクト立ち上げの経緯

　昨秋、（財）社会経済生産性本部のエネルギー環境教育情報センターが，経済 産業省資源エ

ネルギー庁の委託を受けて全国の国公私立大学等を対象として募集 しました、「エネルギー教

育に関する研究・実践を推進する地域拠点大学公募」 に応募したところ、全国で１４大学が選定

され中国地方では当大学が地域拠点大 学として指定され本事業を推進することになりました。そ

の決定を受けて、昨年 １２月に当大学の理科教育関係者が中心となり、「広島大学エネルギー

教育研究 会（代表者：田中春彦）」を発足させるに至りました。本エネルギー教育研究会 は、中

国地域の中核となってエネルギー環境教育に関する実践的な研究に取り組 むために、関連の

情報を収集するとともに研究組織の構築を図って来ました。

２．地域拠点大学としての活動計画・目標

（１） 地域におけるエネルギー教育の実態・意識調査を実施する。

（２） 地域の特色を生かしたエネルギー教育のカリキュラムや教材の開発を行う。

（３） エネルギー教育の指導や推進に当たる人材の育成を行う。

（４） 本研究成果に基づいて、「エネルギー環境教育指導事例集」を発行する。
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（５） 研究成果報告会や公開シンポジウムの開催を通して、近隣の学校をはじめ地域社会に成
果を公開する。また、ＩＴの活用によって広く社会に公開する。

３．調査・研究組織

（１） 当教育学研究科（教育学部）の理科教育関係者（１８名）

（２） 当大学附属中・高等学校・同附属福山中・高等学校の理科教員（若干名）

（３） 広島県内の公立小学校・中・高等学校理科教員（１０名）

（４） 広島県・東広島市・広島市各教育委員会（４名）

（５） （株）中国電力・（株）広島ガス

４．本プロジェクト推進において期待される成果

　本研究で開発された教材・教具を用いて、小・中学校や高等学校でエネルギー 環境教育を実

践することにより、子どもたちが資源・エネルギー問題に関心をも ち、その解決に向けた取り組み

を促すことにつながることが期待される。また、 学校現場における理科教育の改善に資すること

ができるとともに総合学習の教材 としても活用可能である。さらに、当大学で将来教師をめざし

ている学生に対す るエネルギー環境教育の改善につながるなどの様々な効果が期待できる。
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